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第 1 章、第 2 章では黄銅加工面を一定条件のドで電解研摩、電解腐食することにより、組織に生










第 3 章では、二次元切削加工層の流動模様が表面からの深さの n 次函数として表示されることを示
し、この事実から、切削力主流動長さの聞には一次的関係が存在することを導き出すとともに、この
理論的結果と実験事実はよく一致することを確認した。次に黄銅材料の結晶組織が熱処理の際に示す
挙動を利用して、工具先端近傍の歪の性状と再結晶組織との関連性や、材料の結晶粒度と加工変質層
の規模との関連性等を調べた。
第 4 章では、砥粒加工研究の基礎的資料とする目的で、負のすくい角工具による切削について検討
をおこなった。最初にすくい角と切削二分力との関係から、工具逃げ面摩擦係数を推定するとともに、
切削力の変動状態から切削領域とラピングとの臨界となるすくい角を求め、これらの結果をもとにし
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て負のすくい角工具による切削のモデルを示した。
第 5 章では、単粒による引っかきや、押し込みによる条痕、圧痕の深さと、その下部に生成される
塑性歪域との間には一定の割合が存在し、その規模は単粒先端形状と密接な関連を有することを明ら
かにしている。次に、黄銅試料に対する微小硬度測定によって得られた結果から、数個の測定値の平
均値が良好な精度を与えることや、試料表面に凹みを生ずるために必要とされる最小荷重を導き出し
た。
第 6 章では、研削、ラッピング等の微小加工変質層に対して斜切断法と電解研摩による逐次溶去法
とを併用することにより、加工痕の立場から、砥粒の挙動、作用荷重、作用砥粒数等を明らかにした。
論文の審査結果の要旨
近時機械の信頼性を向上させるために、在来等関視されていた加工層の変形組織が重視されるよう
になってきた。
本論文は、加工層の生成とその実態について、詳細な実験的研究を行ない、加工法と変形組織の関
係を探求したものである。金属材料に生じる加工層は、転位に対応する食凹を精密に観察することに
よって、最も確度の高い計測をすることができるので、食凹法に適した材料の黄銅について研究を行
っている。
著者は切削、研削、ラッピングの加工表面をこの方法で計測し、加工機構、とくに切りくず生成作
用と加工層の関係について包括的な研究成果を発表している。とくに二次元切削と単粒引かきおよび
圧子の押し込みによるモデル化実験によって、加工機構と加工層との関係を明らかにし、加工変質層
を減少させるための諸条件を見出したことは、高く評価されるものである。また切削加工層の流動模
様について探求し、切削力、工具刃先のラッピング、逃げ面摩擦係数、負のすくい角との関係を明ら
かにしている。
以上のように本論文は加工層の変形組織について幾多の新しい知見を得ており、重要な研究成果を
挙げているので、工学上また工業上貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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